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-符!こ蹟視している r獲かな学力のま聖書11r思響力・判断力の脅威Jについては、おおむね君臨減石されており野織できます，滋替の方績とレて示され去三ことが実B撃されあことをを調書待レ
ま~. 
• r慰霊震学寝の3陸海jについては‘傍先生方の評価が緩いようです.窓際学習まごついては、主主後一人一人の滋路園練漆成のためζは火切な湾書留であり、学習著ftj闘発釣t.:f，je琶!こ棄まり� 

1での喜平締� i緩めるよう、住替寄りや工夫tj必震であると組じ詰ます.� 
• rICτの活用」によって、聖書寮鈎な鰻撲が出来ているとこ望書じをま~.多車種な教官官方浴E測し、数織闘らが.8ヘ積媛患撃に司書舗をきれ、をまだ、国軍障者受有刻的におJt! ëされており鎚好と感
じま望丸今後ち継続して研E障をま著書覇軍いしをま~.
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-学級濃費量や者匝写経費量などについては、薄いき事鏑Eこなってい官長官Fが学後会宇容とレては各先生方の書事舗は告書いようです.波1!kD7警僚にもあり音量"ftj‘穫量亀の共溜理解書官級るだめの工夫
がさらに話器遺書と忽います.
・生徒指導に際"fる 2羽質問で綜年度より点豊富を下げてい定ます.告書倒人の個別内軍事蓄を怒重量レ、漉切な指導者安祭泌することは非常 lこ厳しいことですが、積績的に係わりを聖子寄って演さだい 

1てのA1tm Iと緩います.をまた、改善(J)7当然乞示 Eされているような叙り緩み後刷除けていだだをきたいと思いま"f.
-広範囲からの食器置の受け入れのため、幼況の学校 e剣 lj取り Mみは襲撃レいと緩いをま"fが、おやじの会、 PTAと連機し、総.重量言語の調書織をlII!ili'て頂きだいと緩います.宅配1E:、標題
点がやや下がった F大学・樹首際学校 111l1liの滋却 IJについて狼進されあととも有刻な方策と懲われきます.
・実鍛議員事事に事毒する 3構図では、 24年度によい取り組みがなまされたよそうで"fので、じれを鑓童書じていだだきだいと窓います.
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10研究内聖書について頭演罪事で自陣織を深め;長遍喜重
量撃を111る.祭事主科の貫主総宅密終奪じ、研到の慣を高
め、きす磁書告に研究を滋める.� 

25年度ヘ 政轡(J)…方豪分野・領場� 
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0研修事態襲撃Cついて十分な暗合いをおい、� Z書締依� 
t型車、回線ほど審奉安聾争闘的に3健衛'O"るe

3.01o毒事欄静捌捌ぬきの時制を鱒い�  
z語審襲撃の後爆と教務総当主体お惨事還をま図る.
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ユ立つ5~n::，漣震を礁かなものごす10読売喜重量産会で砿、これまでの叡絡を事選1't'Ø"る 0:;転綬の研究について、森波m-lエペぷ15
ると:宅lf.:et路事まから窓売をいただき、奪君臨線なもの� のmームパー~に縦波151;fど、広く紛らせあため
O授内研究会・研修会警告発突さ営、研列籍後会主までに!となコた. の際総書Efまう.� 
実滋をま.ね、� F包曹の持費終レた奥富霊祭器慢の燭に-y-夜九� 10大学から@加者ぴ多くも大学との濃割障は深まっ� 0大積との共罪事喜投書記者をEさらに深め、続生や共苅草野'� 

3-13.0Ig史浩222?muゑ 健 闘 や 慨 にi6KEZ品購説話、認一� 3.31盟議員長習活躍語紙研究会応椴芸	 
しやすいように臼緩艇謹をfまうな乙重要加警H闘泌を
殴� 15.

の� 
学び、実践をつ長差上げて:いく科の指導力をき3革めることができた.i!まだ冷 車種員研逮携を深める.
。学波紋精-eンター後とこま号して、錦織的に連織をま深め!究会では、 年の綴 テーマに沿った割強望書で大学� 10主主掬級究など、協力体制を型車::t8望書!l!lに漉織をま� 

iの先生に繍理事を豊島け、級事宅湾軍事者E深めることがで� 1~~ 1ザ1!).

3 2.81o欄おに文学の拙から鱒約げる船棚け、�  きだ ー… 1'2.8.lo
i	 側内密に山脱会叫鵬硝醗酬にー� 

る� 10研究療を有妨に自置い、資事1I軌をま� 111るととお� .1行~¥.指噂カの向上を1111!). 
O;;l;:~との遠望煙者密111:るため、伊後叙育センタ…と笛カIfこ、鐙司事量E異などの充実をBll!1!)Cとがで窓1t..
して‘組鱒的配:灘調躍し言ごいく.

-器量られた線開のなかで、望号集方はよく覇軍t.J(:されていると型車じます.
.富喜寄などを衛費量活用Eされて滋発に滋り鋭意Eれているとこ緩います.

学綬Eli3牌価結束&び若草聖書の治僚の漉沼さEこついての野侮 ・研究9著書腹話撃については、後曹の方策にちあるように悶獲濁豊富をま弱ることで@制緩話番につながることを期待しをま宮t.
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まま会答還はいま公共施2弘絡に学校において は儀後先ずる襲撃釘であると思われ濠1t.それぞれの項目の表議においてよ般置奮とじて奪
「おやじの会j にお願いするちのなどを分けて配贈す~1きがいいのではないでレょうか rおやじの会の協力で、警設備の蹟備が進ん吃j

クjむを緩レていただ言きたいと窓いま1t.
日E平術館祭bl:び波聖書の方僚の湾切さについての開価

食休としての僻価について

-たく2さんの絞り鮒み警告積極的に実織Zされていると息われます.
・学校級畿の11.1針や学校評価調E仁義ミ草されている「学校経盤の方針J r獄後の性格と径努J r被官官悶繊 J rl3鐙写生徒復J. r.点I3I1J r量点項~J なとが、似だような表現
でちょっとすっ遭うものがそれぞれに添2されていて、全体にをまと法りやー質性に欠ける己主うに煙車じます.そレてそれらとは異なる漢隠や宛望書で rela8lll悩 J1Jff.it放 lている
ため!こ、食事事会事 C銃一位 lこ欠け、内部Aサイクル乞なりにくい念体調鹿島誌になっているように襲撃じま1t.
.'絡に、 msl3療に対する 1対 1の関係で霊平鑑.を毘織し絞り、 3寵点漢I3VS評価項目警 tVトソックスにして表すなど、を3釣応対する鑓寮tJ箆えるように野価・を変えていく
などの工夫をする話器裂があると目撃われます.
・をまだアンケート源調震の議駁については、事重量量‘ 5主総‘銀圏直型Eで質縄宛望書が異なるためによ E芸緩や標値項目と僚らレ会わぜたり、三者の比較をを1tあことができない織成と
なっていますので、アンケートの項目や実施方2去に工夫tJ必要と怒われます.


